
大学コンソーシアム富山 令和６年度「グローバルチャレンジ入門講座」事業実施報告 

 

事業名 
大学コンソーシアム富山 教育連携事業 
グローバルチャレンジ入門講座 

実施機関名 学校法人富山国際学園 富山国際大学 

趣旨・目的 

グローバル化の進展するなか、海外で事業を展開する県内企業からは、

海外で働く意欲を持ち、活躍できる能力を有する人材の育成が求められ

ている。そのため、この講座では各高等教育機関が連携し、学生が企業

の海外勤務経験者等との交流を 図ることにより、グローバルな視点で広

く物事を考え学び、行動する力を養うことを目指す。 
開催日時 令和 6 年 10 月 30 日（水）14：00～16：45 

開催場所 富山県総合情報センター 4 階 第 1 会議室・第 2 会議室 

（富山市高田 527） 

参加人数 

 学生             １０ 名 
  富山大学           ７ 名 
  富山県立大学         ０ 名 
  高岡法科大学         ０ 名 
  富山国際大学         ３ 名 
  富山短期大学         ０ 名 
  富山福祉短期大学       ０ 名 
  富山高等専門学校       ０ 名 
 

教員              １ 名 
職員              ２ 名 
講師              １ 名 
その他（ｺﾝｿｰｼｱﾑ職員）      １ 名 
 

合 計           １５ 名 

事業内容 

今年度は、テーマを「海外進展する富山県内企業の取組 ～グローバル

な視点を養おう～」に設定し、外部講師による 1 講演と学生によるグル

ープワーク・発表を行った。 
講師には、公益財団法人富山県新世紀産業機構アジア経済交流センター

長の鎌田慶昭 氏をお招きし、「世界への飛翔～富山から海を越えて～」

と題し、ご講演いただいた。 
講演内容は、以下のとおり。 
 
 序．グローバルの起源とグローバリズム 

  a. グローバル意識の芽生え 
  b. グローバリズムの意味 

 Ⅰ．海外で活動する日本企業 
  a. 海外展開の系譜 
    b. 日本企業の海外拠点数 
  c. 海外在住日本人数 
  d. 企業の海外展開（典型例） 

 Ⅱ．富山県企業の海外進出 



  a. 富山県企業の海外拠点 
  b. 富山発のパイオニアたち 

 Ⅲ．グローバルについて 
  a. グローバルであるということ 
  b. グローバルであるために 

 
講演終了後は、学生によるグループワークを行った。 
グループワークでは、テーマを「グローバルマインドセットの重要性」

とし、グローバル意識や適応力に関するグローバルマインドセットを育

む機会とすることを達成目標とした。 
鎌田講師の講演内容を基に、学生たちは活発な意見交換を行った。 
グループワーク後、グループごとに学生一人一人が自身のグローバルマ

インドセットについて発表し、鎌田講師よりコメントを頂いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アンケート結果

＜評価理由＞

・鎌田さんが今までされた経験について、もっとお聞きしたかったです

・グループでシェアする時間があったのが、より学びが深まったと思い

ました。

・新たな視点を得られた。グローバリズムについて知らないことがたく

さんあったんだな、と実感した。

・お話を聞くだけでなく、その感想などを周りの初めて会う人たちと共



有し、新しい知見を発見できたから。

・自分の改善点をみんなと話して客観視できたから。

・富山県企業の海外進出の話ももちろん大変興味深かったが、最後のグ

ループディスカッションで背景の異なるメンバーと議論できたことは

とても良かった。自分の意見を伝えながら、相手の意見も尊重する、

これこそグローバルな人間に近づくための一歩であったと感じてい

る。

・普段は関わることのできない、グローバルに長年活躍された経歴をお

持ちの方の貴重なお話を聞けたことで、自分の知見が大きく広がった

と思うから。グローバルに働くことに自分も興味があるので、すごく

お話に親近感が湧いたし、挑戦にも前向きに捉えられるようになった

から。

・海外進出する富山県内の取り組みでグローバルな視点を養うことがで

きたから。


